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 みどころ  
 

  誰もがよく知る、小泉八雲ことラフ

カディオ・ハーン原作の『怪談』より

「耳なし芳一」「衝立の乙女」「雪女」

というオムニバス三作品を、今や琵琶

演奏の第一人者といえる上原まりが、

弾く、語る、そして時に登場人物とな

って演ずるという形式で劇的に物語

を構成していきます。そこに、茂山逸

平・茂山茂・茂山宗彦が順次出演し、

ある時は狂言風に、また民話劇風に、

そして能の様式風に、それぞれ物語の

登場人物を演じ、上原まりと劇中絡み

ます。 
 

 

 

 

 

  インドに起こり、奈

良時代に中国を経て日

本に伝来したという琵

琶が、21世紀の今また、

さらに新しい音色を世

界に向けて響かせます。 
 

 

 

 

 

 

 

 スタッフ  
 

               ■ 原      作   小泉  八雲『怪談』より 

               ■ 監      修   岩谷  時子 

               ■ 構成・演出   岡本さとる 
 

 
   



     
 

 

 あらすじ 
 

 

「 耳なし芳一 」 
出演：上原まり・茂山逸平 

 

  平家の怨念がはびこる時代――。 

  盲目の琵琶法師・芳一は、ある夜、高貴な人に命じられ、大勢の前で「平

家物語」の弾き語りをし、たいそう喜ばれます。それ以来、毎夜同じように

迎えが来て、弾き語りを続けますが、その様子を不審に思った寺の男が、そ

っと後をつけてみますと、何と芳一が、弾き語りをしている場所は墓所で、

怨霊にとり憑かれているとわかった和尚の手により、芳一の体中に般若心経

が書き込まれるのですが… 
 

 

 

 

「 衝立の乙女 」 
出演：上原まり・茂山 茂 

 

 書生は、町で買った衝立の中に描かれた乙女に恋をしてしまい、挙句に恋

患いにおちいってしまいます。見かねた書生の師匠が、乙女に名前をつけて

毎日呼び続け、返事があれば、予め百軒の違う酒屋から買い集めた酒を飲ま

せるよう教え、その通りに実行し続けますと… 
 

 

 

 

「 雪 女 」 
出演：上原まり・茂山宗彦 

 

 ひどい吹雪に遭遇した二人の樵は、渡し守の小屋に逃げ込み、夜を明かし

ます。入り口の扉をきっちりと閉めて横になったはずなのに、知らぬ間に眠

りこんだ顔に雪がかかり、若者が目を覚ますと白装束の女が年老いた男の上

にかがみこんでいるのです。女は若者に「決して口外しないように」と言い

残し、若者だけを助け、去ってしまいます。 

若者は、間もなく嫁を貰って子を成し、幸せな日々が続くのですが、ある日、

うっかりと、あの夜の女の事を女房にしゃべってしまいます… 
 

 

 
 

  



     
 

 

 出演者略歴（出演順）  
 

 

 

上原 まり  （うえはら まり） 
 

筑前琵琶奏者。旭会総師範、二世柴田旭堂の後継者として柴田旭艶

の名を持つ。幼少の頃から琵琶奏者として将来を期待されるが宝塚歌

劇団に入団、娘役トップスターになり、宝塚史上に残る数々の名舞台を

演じる。退団後は再び琵琶の世界に戻り、「平家物語の世界」「源平歌

譜」「義経伝説」「妖(あやかし)草子」「雨月物語」「源氏物語」など数々の

作品を自身で作曲し、海外でも広く演奏活動を展開中。 
 

 

 

 

茂山 逸平  （しげやま いっぺい） 
 

大蔵流狂言師。１９７９年、二世茂山七五三の次男として京都に生まれる。 

４歳の時『業平餅』の童にて初舞台。その後『千歳』『三番三』『釣狐』を披く。

「花形狂言少年隊」「TOPPA!」「狂言小劇場」「HANAGATA」などで定期的

に公演を行う。その一方で、映画・テレビ・舞台・ＣＭなどに出演。また兄・宗

彦と共に、新作二人芝居「おそれいります、シェイクスピアさん」に挑戦する

など幅広く活躍する。２００６年秋から１年間フランスに留学した。 

 

 

茂山 茂  （しげやま しげる） 
 

大蔵流狂言師。１９７５年、十三世茂山千五郎の次男として京都に生ま

れる。４歳の時小舞『柳の下』にて初舞台。その後『千歳』『三番三』『釣

狐』を披く。「花形狂言少年隊」「TOPPA!」「狂言小劇場」「HANAGATA」な

どで定期的に公演を行い、兄の正邦とともに、若手のリーダーとして狂言

の若年層の観客動員に貢献する。体格には恵まれないが、逆にそれを

活かした女性役に定評が有る。 

 

 

茂山 宗彦  （しげやま もとひこ） 
 

大蔵流狂言師。１９７５年、二世茂山七五三の長男として京都に生まれる。 

４歳の時『以呂波』のシテにて初舞台。その後『千歳』『三番三』を披く。
「花形狂言少年隊」「TOPPA!」「狂言小劇場」「HANAGATA」などで、定期

的に公演を行う。その他、ドラマ「ふたりっ子」「ちりとてちん」などをはじめ、

幻想歌舞伎「土御門大路」、ミュージカル「アンネの日記」「ザ・近松」「蜘

蛛巣城」「天国を見た男」と様々な方面で活躍中。 

 

 

 
             


